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SH“U”Nプロジェクトとは

 水産資源や漁獲の状況、漁業管理などの情報を、魚種ご

と、生産地ごとにまとめて、消費者の皆様に理解してい

ただくための仕組み。

 水産物を購入するときに参考になる、健康と安全・安心

に関する情報なども加え、自然と体に優しいお魚選びの

ガイドとなる「おさかな推奨リスト」を提供。

Sustainable, Healthy
and“Umai”Nippon seafood 

「持続して利用できる、
健康によく“うまい”日本の魚」



水産物の需給と水産業の将来
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国内の水産物生産・輸入とも減少傾向

一方で、世界の水産物需要は増大傾向、輸出も金額ベースで増加中

東京オリパラは、我が国水産物に注目を集めるチャンス



魚食の持続性に対する危機意識



水産エコラベル

資源や環境
に悪影響をも
たらす漁業を

排除

店頭で
の選択

消費者
のエコ志

向

認証審査団体

消費者に代わって個別の水産物

の資源状況・漁獲状況・環境へ

の影響などを審査

生産・流通業者

合格したものにラベル

をつけて販売

消費者に、持続的な漁業・養殖業でとられた魚介類であることを示す



日本における水産エコラベルの普及

ロンドンオリンピックから、Sustainability (持続可能性)が開催テー

マとして重視されるようになり、その流れが継続している。

 ロンドンとリオでは、MSC・ASC認証が採用された。

 東京では、MEL・MSC等の認証のほか、資源管理計画や科学的

な情報に基づく、持続性の証明が調達業者に求められている。



水産エコラベル ３つの方式

 個別認証方式

個別の生産者・流通業者が、認証審査団体に審査を依頼

認証を受けることで、自らの製品をブランド化

 推奨リスト方式

審査組織が、市場に出回っている水産物を審査

赤青黄のようなラベルをつけたリストを配布

販売業者や飲食店は、持続可能性が高いもの

を取り扱っていることで、他との差別化

 情報提示方式

政府系研究機関等が、アウトリーチの一環として、

情報を分かりやすく提示



健全な持続的利用に対する考え方の違い

生態系の視点

食料供給、漁業共同体・雇用の維持

生態系の保全、生物多様性の維持

持続的な最大の
食料供給

生態系がほぼ手つか
ずのままで残されて

いる状態

持続的な最大の
経済価値

(R. Hilborn & U. Hirborn, 2012より図化)

畑・牧畜

陸上では

里山・
中山間地

手つかずの
熱帯雨林



水産システム全体を評価 (SH“U”Nプロジェクト)

 資源とは「自然-人間-文化の相互作用からうまれるもの」(Zimmermann 1933)

 自然界にたくさんの魚がいても、それだけでは「水産資源」ではない。

 わたしたちの社会が価値を認め、漁獲し、加工・流通し、消費することに
よってはじめて水産資源になる。



４つの評価軸による持続性評価

漁業の管理 地域の漁業者と政府が協力して行っている、水産資源を管理するため

の工夫や、そこで行われている管理の内容について評価

地域の持続性 地域に根付く多様な水産文化を守り継承していく基盤である、日本

各地の地域社会の持続性を評価

資源の状態 十分な調査研究

がなされているか，海の中に

どれくらいいるのか，増えて

いるのか減っているのか，持

続的な利用のために透明で適

正な評価システムが確立され

ているか，などを評価

生態系・環境への配慮 生態

系の仕組みを意識しつつ、漁

業が他の生物や海洋生態系全

体ならびに環境に与える影響

について評価



透明性の高い評価プロセス



 解析結果だけでなく評

価に使用した全ての

データ・外部レビュー

委員による評価結果等

を公開。

 各地の団体や企業等が、

水産認証に申請する際

や地域の持続性を高め

るための各種計画・戦

略を立案する際などに、

情報の活用を期待。

http://sh‐u‐n.fra.go.jp/

評価結果の公表



評価結果の発信



現在の状況と今後の予定

 評価試行が完了した４魚種について、評価結果を公表

マサバ太平洋北部・マイワシ太平洋北部・マアジ太平洋北部・

アオギス瀬戸内海西部

 スマホアプリを公開

 評価作業を本格化

 今年中にさらに３魚

種公表

 今後も継続して評価

結果公表予定



スマートフォンアプリを公開

 食べた魚を選ぶと、評価点に応じて個人のFish Pointに加算

 旬の魚、おすすめの魚、当該魚種のトリビアなども表示

 みんなの魚食で、資源や生態系が変化していく仕組み

 現在、使いにくいところを改善中



アウトリーチ活動のフィードバック

 別途、水産物に対する持続的利用意識アンケートを、イン

ターネットにより間隔を置いて実施

 アプリの利用データやホームページのアクセス結果は、国

民の皆様の水産物への関心（研究ニーズ）の現れ

 アクセス結果を、水産研究・教育機構における中長期研究

計画や、人材育成・教育方針等の立案にも活用

 社会と国立研究機関との間の日常的な相互作用を通して、

「科学技術を使いこなす社会」の実現に寄与

水産物は、日本文化にとって、

和食にとって、大切なたからもの


